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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】令和3年12月23日(2021.12.23)

【公表番号】特表2021-502046(P2021-502046A)
【公表日】令和3年1月21日(2021.1.21)
【年通号数】公開・登録公報2021-003
【出願番号】特願2020-524381(P2020-524381)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｋ  11/215    (2016.01)
   Ｈ０２Ｋ  11/25     (2016.01)
   Ｈ０２Ｋ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ   11/215    　　　　
   Ｈ０２Ｋ   11/25     　　　　
   Ｈ０２Ｋ    5/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和3年11月2日(2021.11.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シャフト；
　前記シャフトの外側に配置されるローター；
　前記ローターの外側に配置されるステーター；
　前記ローターに結合するセンシングマグネット；
　前記センシングマグネットの上側に配置され、前記センシングマグネットによる磁束変
化を感知するセンサーを含む回路基板；
　前記センサーを覆うキャップ部材を含み、
　前記回路基板は第１基板と、前記第１基板と離隔して配置される第２基板と、前記第１
基板と前記第２基板を連結する連結部を含み、
　前記センサーは前記第２基板に実装され、
　前記キャップ部材は前記第１基板と前記第２基板との間の離隔空間を貫通して配置され
て 前記キャップ部材の上部は第２基板上側空間を囲み、前記キャップ部材の下部は第２
基板の下側空間を囲み、
　スロットは前記キャップ部材の下端から上向きに配置され、
　前記連結部は前記スロットに配置され、
　前記キャップ部材の下端の位置が前記シャフトの上端の位置より低く配置され、
　前記スロットの上端が前記連結部に係止される、モーター。
【請求項２】
　前記第１基板は貫通ホールを含み、前記第２基板は前記貫通ホールの内側に配置される
、請求項１に記載のモーター。
【請求項３】
　前記キャップ部材を前記回路基板に固定する固定部をさらに含み、
　前記固定部は前記キャップ部材の上面に接触する胴体部と、前記胴体部の両端に配置さ
れて前記回路基板に結合する脚部を含む、請求項２に記載のモーター。
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【請求項４】
　前記第１基板は貫通ホールから前記第１基板の内側に凹んだ溝を含み、
　前記溝には前記脚部が配置される、請求項３に記載のモーター。　
【請求項５】
　前記ステーター上に配置されるバスバー；および
　前記バスバー上に配置されるカバーを含み、
　前記バスバーは前記ステーターのコイルと接続するターミナルおよび前記ターミナルを
絶縁させるインシュレーターを含み、
　前記カバーは前記ターミナルと結合される電源端子部、前記電源端子部と連結される温
度センサーおよび前記温度センサーと連結されるパッド部を含み、
　前記カバーは、前記温度センサーが収容される収容部を含む、請求項１に記載のモータ
ー。
【請求項６】
　前記バスバーと前記カバーの間に配置されるフロントフランジをさらに含む、請求項５
に記載のモーター。
【請求項７】
　前記ステーターと前記ローターの外側に配置されるハウジングを含み、
　前記フロントフランジは前記ハウジングの上側に配置され、
　前記ハウジングの下側に配置されるリアフランジをさらに含む、請求項６に記載のモー
ター。
【請求項８】
　前記温度センサーはヘッド部および前記ヘッド部と連結されるワイヤーを含み、
　前記パッド部は前記ワイヤーと連結される連結段を含む、請求項５に記載のモーター。
【請求項９】
　前記ワイヤーは第１ワイヤーと第２ワイヤーを含み、前記パッド部は第１パッド部と第
２パッド部を含み、
　前記第１ワイヤーは前記第１パッド部と連結され、前記第２ワイヤーは前記第２パッド
部と連結される、請求項８に記載のモーター。
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